
- 1 - 
 

 令和元年 10 月定例教育委員会 会議録  

 

１ 日 時  令和元 10 月 25 日（金）        開 会  午前      ９時 30 分 

閉 会  午前      11時00分 

 

２ 会 場  茅野市役所 議会棟 大会議室 

 

３ 出席委員 教育長      山田 利幸     同職務代理者   矢﨑 靖雄    

教育委員     濵  勝之     教育委員     永嶋 陽子 

       教育委員     勅使川原 はすみ 

 

出席者  こども部長    有賀 淳一     生涯学習部長   平出 信次 

        こども課長    五味 健志     幼児教育課長   五味留美子     

生涯学習課長   藤森  隆     中央公民館長   矢島喜久雄

文化財課長    両角 勝元     スポーツ健康課長 中村 浩明    

教育総務係長   立石 淳二     生涯学習係長   伊藤 研一         

教育総務係主事  牛山 紘貴 

 

 

４ 傍聴者   ２名   
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１０月定例教育委員会次第 

              日  時 令和元年１０月２５日（金）午前９時３０分から 
              場  所 市役所 議会棟 大会議室 
１ 開  会 
２ 前回会議録の承認 
３ 報告事項 
   第１号 教育長報告 
   第２号 各課からの報告 
       （１）学校教育課 
         （２）こども課 
       （３）幼児教育課 
       （４）生涯学習課 
         （５）公民館 
       （６）文化財課 

（７）スポーツ健康課 
   第３号 教育委員会共催後援 
        （１）生涯学習課 
        （２）スポーツ健康課 
４ 議 案 

今回はありません。 
５ 検討事項 
  今回はありません。 
６ その他 
  （１）生き方教育について 

（２）中学校台湾交流事業について 
（３）与助尾根遺跡発掘の報告 
 

 次回定例教育委員会日程について 
１１月２６日（火）  ９時００分「７０５会議室」 

事務局会議  １１月１２日（火）  ９時００分「７０４会議室」 
 
 

７ 閉会 
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教育長 
 只今から 10 月定例教育委員会を開会します。 
 前回 9 月の会議録の確認をします。承認としてよろしいでしょうか。 
 
全委員 
 異議なし。 
 
教育長 
 ありがとうございました。 
 報告事項に入ります。報告第１号をご覧ください。 
 10 月１日に教育委員・教育長任命式がありました。勅使川原教育委員が就任された日に

なります。よろしくお願いします。 
 同日に諏訪市町村教委連絡会がありました。６市町村の教育委員会と県教育委員会の連

絡会となります。 
 ２日に教育支援委員会の答申がありました。 
 同日に校長面接がありました。こちらについては、校長先生との個人面接を 10 月に集中

して行っています。一人 30分くらいを目安に学校の様子やこれからの学校づくりについて、

お互いに話し合っています。 
 ３日に北部中学校の 60 周年記念式典がありました。関係者につきましては、ご参加あり

がとうございました。 
 ４日に伊藤淳二氏の生家・別荘訪問がありました。２、３年おきに茅野市または教育委

員会へ寄付をしてくださる方です。これまでの経歴はカネボウの社長の後に日本航空の会

長をされた方です。たいへんな読書家であり、生きるエネルギーをいただきました。 
 ５日に諏訪養護学校祭がありました。地域に支えられ、地域に開かれた諏訪養護学校で

す。とても明るく、開放的で、これからの学校のあり方についても、とても参考となりま

した。 
 ６日に市長杯ジュニアバスケットボール開会式がありました。諏訪地域内全ての中学校

バスケットボールクラブが参加しました。 
 ７日に県教育委員会との学力問題懇談会がありました。全国学力調査の点数や傾向につ

いてアドバイスをいただきました。また、11 月中に各学校の学力分析、市全体の学力分析

の結果を出せるように準備をしています。現時点では、県平均・全国平均より高い水準と

なっています。 
 ８日に諏訪地域高校の将来像を考える地域協議会がありました。高校再編をめぐって地

域ごとに協議会をつくっています。諏訪の場合は６市町村で協議会をつくり、諏訪の高校

をこれからどのようにしていくか、ねがいを出していく会です。１年後に答申のような形

で報告していきます。 
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 同日に県教委とのコミュニティスクールについての懇談会がありました。県から３名ほ

ど来ていただき、コミュニティスクールの現状や様子についてお話を聞きしました。茅野

市のコミュニティスクールの進展に自信を持つことができました。 
 11、12 日に市防災対策本部会議がありました。市内での大きな被害はありませんでした。 
 13 日に縄文祭、市民音楽祭がありました。 
 14 日に市民スポーツ祭がありました。ご参加された方ありがとうございました。 
 15 日に南信地区青少年活動連絡会がありました。南信地区の代表者がマリオに集まり、

会議をしました。 
 16 日に教育課程研究協議会、市コミュニティスクールの会がありました。市コミュニティ

スクールの会では会長が永明小学校の小池さん、副会長が泉野小学校の伊藤さんに決定し

ました。今後、市全体のコミュニティスクールの連絡調整を行っていきます。 
 17 日に高齢者大学の卒業式がありました。最高齢の方は 94 歳になります。卒業された方

は 14 人でした。 
 同日に不登校対策委員会がありました。学校関係者だけの不登校対策委員会から、フリー

スクール親の会をはじめとする市民の方とも連携していこうという動きになっています。 
 同日に読りーむ in ちのとの懇談会がありました。事前会で少し話をしましたが、家庭生

活などの変化によって家庭読書の頻度がやや減少傾向にあります。かつては、生活をより

充実させるために、家庭読書をする目的で行っていましたが、現在では家庭読書をさせる

ための検討が必要となってきています。 
 18 日にバスデザインへの感謝状贈呈式がありました。２人の子どもの作品が入選しまし

た。是非ご覧ください。 
 同日の教育委員会歓送迎会ではご参加ありがとうございました。 
 20 日に市民芸能祭がありました。28 団体が参加されました。同日にチノチノの文化祭も

ありました。 
 23 日に台風 19 号の関係で市長より訓示がありました。 
 同日に森田先生がお見えになり、湖東小学校の ICT 研究授業を中心に見学をされました。

６月に国から「学校における ICT 教育推進計画」が施行され、その中の内容が、平成 30
年度から実施している茅野市 ICT 推進計画と同じ内容です。様々な課題はありますが、一

歩一歩 ICT の教育を進めていきたいと思います。来年の１月には子ども用のタブレットは、

全市で約 1,300 台導入予定です。授業でタブレットを使用する頻度は多くなってきていま

す。 
 24 日は永明小学校縄文科研究授業の公開がありました。 
 本日は、豊平小学校で読書公開があります。 
 26 日はイングリッシュセッションがあります。英語劇、英語の歌、スピーチ等、様々な

内容が組み込まれています。 
 28 日に台湾交流の出発式があります。 
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 29 日にアプローチカリキュラムが全保育園で始まってきます。 
 同日に市働き方改革委員会を開催します。校長先生と各学校の委員の先生に来ていただ

きます。情報交換と合わせて、信州大学の永嶋先生に来ていただき講演をしていただきま

す。働き方改革の目的が、子どもたちにとっての質の高い授業や学校をつくるための働き

方改革であり、そのためには先生たちが自分の時間やゆとりを持って子どもとの時間を多

くするためにはどうしたらよいのかという主旨の講演会となると思います。 
 30 日はキャリアパスポートの打合せがあります。 
 31 日は幼保小異年齢交流研究授業が金沢小学校であります。 
 報告は以上となります。 
 次に各課から報告事項第２号についてお願いします。 
 
［各課から 11 月行事予定について報告］ 
 資料（報告第２号） 
 
教育長 
 次に報告事項第３号についてお願いします。 
 
［生涯学習課・スポーツ健康課から教育委員会共催・後援について報告］ 
 資料（報告第３号） 
 
教育長 
 報告事項について、ご質問等ありますか。 
 
全委員 
 なし。 
 
教育長 
 今回は議案、検討事項についてはありませんので、その他に移ります。 
 その他１「生き方教育について」は私から説明をさせていただきます。 
 生き方教育について、大きな柱はいくつかありますが、１つはパソコンソフトを使い、

子ども達が自分の生活を見つめ直していく取り組みをしています。宮川小学校において先

行実施しています。 
 キャリアパスポートについては、文科省から６月に示されたキャリアパスポートの見本

をたたき台にし、宮川小と長峰中でオリジナルのものをつくっています。また、各学校へ

お願いをし、行事をキャリア教育的な視点からもう一度捉え直してもらうことをしていま

す。例えば、何気なくやっていた遠足等の活動も捉え方によってはキャリア教育となって
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きます。数ある教育活動の中で捉え直しをし、新たに活動をするのではなく、現在ある活

動の中で、捉え直しをしていくようになっています。 
 まだ様々な課題はありますが、来年の４月からスタートしていきたいと思います。 
 その他１については以上となります。 
 ご質問等ありますか。 
 
全委員 
 なし。 
 
教育長 
 続いて、その他２「中学校台湾交流事業について」お願いします。 
 
教育総務係長 
 その他２の資料をご覧ください。 
 今年度の台湾交流事業は 10 月 28 日から 11 月１日の５日間の日程で団長の名取校長をは

じめとする総勢 35 名で出発をします。 
 生徒は各中学校 6 名の計 24 名となります。また、濵教育委員にも参加をしていただきま

す。よろしくお願いいたします。 
 資料は旅行の日程を記載させていただいています。１日目は移動日になります。２日目、

３日目は各学校ごとに分かれて姉妹校との学校交流を行います。生徒はその日の夜にホー

ムステイをする予定です。４日目は高雄市内の見学があり、５日目は移動日となっていま

す。 
 ２日目の学校交流初日は各校とも歓迎会の中で学校紹介や自己紹介を行う予定です。生

徒たちは全６回の学習会の中で練習をしてきました。 
 また、来年の１月には台湾の生徒が茅野市へ訪問し、交流をする予定です。 
 中学校台湾交流事業については、以上となります。 
 
教育長 
 ありがとうございました。ご質問等ありますか。 
 
勅使川原委員 
 台湾交流において、引率していただく先生や校長先生は今後の引率者へしっかりと引継

ぎができてほしいと思っています。退職が近い校長先生がほとんどです。次の年に繋げて

いくための交流とするために、次の年も在籍をしている校長先生や、事務局職員も毎回新

しい人ではなく、次の年に活かせるような配置づくりを検討していただきたいなと思いま

す。 



- 7 - 
 

 
教育長 
 ありがとうございました。今後検討していきたいと思います。 
 続いて、その他３「与助尾根遺跡発掘の報告」についてお願いします。 
 
文化財課長 
 その他３の資料をご覧ください。 
 与助尾根遺跡につきましては、宮坂英弌氏らが発掘した縄文時代の集落遺跡です。後の

縄文集落研究に大きな影響を与えた遺跡として知られています。�

 今回の調査は、平成 ��年３月に策定した「特別史跡尖石石器時代遺跡保存管理計画」に

従い、史跡の保護を目的に今年の５月から実施してきたものです。�

 調査に至る経緯については、遺跡がある台地の南側斜面が長年の凍上等により崩壊し、

保存管理計画の中でも早急に解決すべき課題として明記されました。平成 ��年に崩落斜面

の把握をするため、簡易的な調査を行い、宮坂英弌氏が発掘した縄文時代中期の住居址と

みられる痕跡を確認しました。平成 ��年には崩落斜面の保護について文化庁及び有識者と

協議をおこない、南側に盛土をしていくことを確認しました。�

 その盛土工事をおこなう前に、崩落斜面に露出した痕跡が、宮坂氏が調査した住居址で

あるかを確認する必要がありました。これを受け、令和元年度国庫補助事業として確認調

査を実施することとなりました。 
今回の確認調査の結果、成果は大きく３点あります。 

 １つとして、宮坂先生が調査した４号住居址の状況が、崩落によりどれだけ傷んでいる

かの確認をできたこと。 
 ２つ目として、４号住居址より西側に住居跡を発見したこと。これにより住居範囲が西

側に広がっていることが確認されたこと。 
 ３つとして、土坑、その中でも落とし穴を発見したこと。この地がかつて狩場であった

ことと、その後に住居地になったと思われることが確認できたことです。 
 また、落とし穴に「逆茂木」を立てた小穴や落ちた獣を封じ込めるための「貼壁」を確

認しました。 
 与助尾根遺跡の確認調査については以上となります。 
 
教育長 
 ありがとうございました。 
 ご質問等ありますか。 
 
全委員 
 なし。 
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教育長 
 ありがとうございました。その他ありますでしょうか。 
 
勅使川原委員 
 最近は教師の不祥事等が取り出されていますが、茅野市でも残念ながら以前にありまし

た。教育委員会からも学校への対応をしていただいたと思いますが、他の学校であったこ

とも改めて教師などに周知や見直しをしていかなければならないと感じています。教育委

員会ではどのような対応をしているのかお聞きしたいです。 
 
教育長 
 教師の採用から説明をさせていただきます。教職員の場合は全て県での採用となってい

ます。どのような人材を採用しているのかは、私たちでは掴みきれていません。ただ、採

用試験の内容は面接重視で選考をしていると思います。県での非違行為防止対策について、

採用時に性格や特徴をしっかり確認することや、各学校で月に一度、非違行為防止研修な

どを行っています。 
 市で行っていることとしては、悉皆の研修や、若い先生方に学ぶ機会を増やしてほしい

ことから強制ではありませんが、どのように授業を進めていこうか学習会を開いています。 
各学校ではその場の状況に合わせて職員への面談を月に一度おこなっています。 
学校の先生が学校のみに閉じ込まらないよう、地域の行事等に参加してもらっています。

外との繋がりも大事にし、一つ一つのことを丁寧にやっていきたいと考えています。 
 
勅使川原委員 
 指導していく立場は教育委員会や校長先生にもありますので、しっかりと目を向けてい

かなければと、改めて感じました。 
  
教育長 
 ありがとうございました。今いただいたご意見も含め、今後も検討を進めていきたいと

思います。最後に事務局より次回の日程についてお願いします。 
 
教育総務係主事 
次回 11 月の予定になります。定例教育委員会を 11 月 26 日（火）午前９時から 705 会議室

で行います。事務局会議については、11 月 12 日（火）午前９時から 704 会議室で行いま

す。よろしくお願いいたします。 
 
教育長 

 ありがとうございました。以上で 10 月定例教育委員会を閉会いたします。 



- 9 - 
 

茅野市教育委員会会議規則第 19 条第２項の規定によりここに署名する。 

 

令和元年 11 月 26 日 

 

    茅野市教育委員会    教 育 長  

 

 

                同職務者代理 

 

 

                委    員 

 

 

                委    員 

 

 

                委    員 

 

 

                こ ども部長 

 

 


